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communjcatin鑑four洩 vem痛ele 2例を経験 したので

報告する.症例 且は21盛男甑 男顔動静脈奇形よりの数閲

にわたる脳室内出血例で,脳室腹腔短絡管鴎能不全を梁

塵をこ全脱窒素韓をこ第4脳室の拡大が起こり,両眼外転位

を望した.本症例は短絡管再建術により脳室系は正常化

し,症状屯改善 した.症例 2は66歳女性 右中大脳動脈

破裂による脳塞内出血例で,髄室 ドレナ-ジから脳室腹

腔短絡術に変更を試みる度に,全脳室系とりわけ第洩脳

室が拡大し,血圧上昇および意識低下とと屯に,両眼外

転位を皇したa第4脳室の不均衡な拡大には第4脳室出

E3の閉象 テソト上下の髄液圧不均衡が関与すると考え

られた,また両症例に見られた両眼の外転位は拡大第4

脳室による両側内側縦束圧迫が原因と推察され,脳幹圧

迫症状として注意する必要があると思われた.

A-25) RighもhemispheTicdi凱 seAVM の 1例
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脳動静脈奇形 (AVM)の中でも d滑useAVM は極

めて稀で,その定義も明確ではない.今回我々は本症と

考えられた1症例を経験 したので報告するさ

く症例)62才男性 既往歴 :慢性肝嵐 肝硬変 現病歴 :

1985年且0月に左半身の間代性痩轡発作がおこり,その後

軽度の左片麻棒,左半身の知覚鈍麻測点現 した,これら

は後遺症として残った.且987年2月より療撃頻発 し 同

年 3月当科を受診した.検査所見 :頭部 CT,関東王に

て頭頂部皮質下の小出血ならびに右大脳半球皮質の広範

な異常血管像を認めた,123ト汎茸LSPⅨ二Tの staもicim覗e

では右頭頂葉を中心に集積低下が認められたさ脳血管写

では右前大脳動脈,中大脳動晩 後大脳動脈よりfeedin琵

される多数の教小な異常血管が右大脳半球皮質に広範に

分布 し,多数の脳褒および深部の静脈に早期に流出して

いた.これより r短hthemispher主cdiffuseAVM と

診断 した.
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AVM 治療の取本は nidusの血流速度をOにして無

力化することにあり,全摘出はその極端な場合と考えら

れる.この点から近来塞栓術が注目され,種々の試みが

なされている.最近我利 ま術責苛及び術中に主流入動脈か

らの塞栓術を行なった所き血管撮影上 rlidusの消失を

3()3

見た症例を経験 した&この症例を報告 し,問腐点につい

て論ずる.

症例は51才男.3年前から意識消失発作が有り,自動

車運転中に電陵に衝突したため来院.精査により右額rj頭

部をこ磁動脈療様膨東部を伴った AVM を発見した.主

流Å動脈は PCA 及びMから克って屠 り,前者は縮約

に,後者は術中に,それぞれ血管撮影を筋層 しながら塞

栓術を施行 した.AVM は摘険 しなかった,術後経過は

良好で,何等の神経症状も残さず退院 した,
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今回我々は脳腫轟の診断のもとに手術を施 し,組織診

断が 洩rombosedAVM であった 1例を経験 したので

若干の文献的考察とと屯に報告する.

症例は22歳の男性,3歳時に左半身療轡あり3年間服

塞,以後糖蜜なかったが,且988年11月23日,同症状にて

某院脳外科入院書biospyにて良性脳腫轟と診断され保

存的に加療されていたが,手術を希望し当糾入院,手術

を施行された,術中所見では腰轟に教本の細い血管が流

Åしていたが, 本体は静脈色の太い血管の塊を思わせ,

周囲脳との境界は明瞭で,深部は側脳室に続いていたが,

大きな出血屯なく全摘された.組織学的には thrombosed

AVM であった.

出血の既往のない thrombosedAVM は,我々が渉

猟 し得た限りこれまで41例の報告があるが,難治性てん

かんの foeusとなっていることが多く,可能な限り手

術により摘出するのが妥当と考えた.
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症例は52歳男性,壇2歳時に療撃で発症 し 46歳時淑血

管造影にて左前頭葉内側-脳梁周囲 AVM (midusの

直径 :3.5cm) と診断された.feed摘garteryは, 蛋
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lr(ヽrllこ111,(lillか (-1rt,litlinL,＼･Pin ､リこ･')SSSに流出 し

た.抗痩轡剤碍投首により経過を見ていたが,昭和64年


